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様式第６号、様式第７号（第17第３項、第18第２項） 

 

業 務 等 質 問（回 答）書 

提出日：令和８年３月６日 

発 注 機 関 名 人事課 公  告  日  令和８年２月17日 

業 務 名  

業 務 箇 所 名 

令和８年度長野県職員アルムナイネットワーク構築・運用業務 

長野県庁ほか 

質問書提出者 所 在 地  

商 号 又 は 名 称  

電      話  

担当者 所属・氏名  

質 問 内 容 【質問１】仕様書（案）-２ 目的 

具体的にどんな連携をしてどんな活性化を図りたいか、イメージされてい

ることがあればご教示ください。 

また、直近５年以内に民間事業者と連携して事業を活性化した（もしくは

進めている）事例があれば可能な範囲で共有いただきたいです。 

 

【質問２】仕様書（案）-２ 目的 

採用の目標数があれば、ご教示ください。 

また、アルムナイのみを対象とした採用試験の実施の想定はあるか、ある

場合は具体的にスケジュールで決まっているものがあるかご教示くださ

い。 

 

【質問３】仕様書（案）-２ 目的 

過去取り組まれていた施策（元職員への案内施策など）や、実績（人数・

出戻り理由など）をご教示ください。 

 

【質問４】仕様書（案）-２ 目的 

構築および運用を検討される上で、懸念されていることや課題を感じるこ

とがあれば可能な範囲でご教示ください。 

 

【質問５】仕様書（案）-４ 委託内容 

アンケート機能を活用するシーンの想定および具体的に取得されたい設問

をご教示ください。 

 

【質問６】仕様書（案）-４ 委託内容 

特にどんなアクセス状況・情報を分析したいかご教示ください。 
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【質問７】仕様書（案）-４ 委託内容 

アルムナイ登録者への情報提供頻度はどれくらい（1ヶ月何回程度）か、ま

たどんな内容の情報を発信するか、もし想定があれば教えてください。 

 

【質問８】仕様書（案）-４ 委託内容 

登録者数の下限は50名と記載されているが、上限の目安などがあればご教

示ください。 

 

【質問９】仕様書（案）-４ 委託内容 

モバイルアプリケーション等と記載されているが、モバイルアプリケーシ

ョンではなくブラウザのサービスでも問題ないでしょうか。 

 

回答日：令和８年３月13日 

回 答 【回答１】 

長野県の施策推進のため、アルムナイが有する公務への理解や民間経験等

で得た新たな視点を活かした助言等を想定しています。 

また、本県では、地域の活性化や県民サービス向上のため、企業や団体と

包括連携協定を結んでいます。具体的な取組については、下記リンク先か

らご確認ください。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/koho/kyodo/houkatsurenkei.html 

 

【回答２】 

現時点で具体的な採用目標数は設定していません。 

令和５年度から元職員を対象としたウェルカムバック採用を実施してお

り、令和８年度も実施予定です。 

令和８年度の実施スケジュールについては、現在検討中です。 

 

【回答３】 

長野県公式ホームページにおいて、ウェルカムバック採用の実施に関する

周知を行っています。 

令和５年度のウェルカムバック採用制度開始以降、７名を採用しました。

志望動機等は、個人に関する情報のため回答は差し控えさせていただきま

す。 

 

【回答４】 

アルムナイに継続的に関心を寄せていただくための魅力的な情報発信やイ

ベント開催など、常に満足度の高いサービスを提供し続けられるかどうか

が重要と認識しています。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/koho/kyodo/houkatsurenkei.html
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回 答 【回答５】 

復職意欲の把握・サービス内容の向上に資するための定期的なアンケート

調査等を想定しています。 

具体的には、現在の復職意欲、サービスの満足度、発信してほしい情報等

の設問を想定しています。 

 

【回答６】 

具体的には、ログイン状況（登録者の活動が活発になる時期の把握等）、

投稿記事等の閲覧数、リンク先（ウェルカムバック採用の募集案内等）へ

のアクセス状況、SNS型の場合、SNSの活用状況等の分析を想定しています。 

 

【回答７】 

月に１度程度の情報発信、年に１度程度の交流会等のイベント実施を想定

しています。 

具体的には、ウェルカムバック採用の募集案内、長野県組織に関する情報

発信、実際にウェルカムバック採用された職員のインタビュー記事の掲載

等を想定しています。 

 

【回答８】 

登録者数の上限は設けません。 

なお、令和８年度は100名程度の登録を想定しています。 

 

【回答９】 

多くの登録者にとって利用しやすいサービスであればブラウザのサービス

でも問題ありません。 

 


